
【政治・経済】 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

内閣と国会の関係、内閣の機能を理解する授業 
「模擬国会」と「模擬内閣」を通じて、国政の基本的な仕組みを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキストふせんやファイルふせん
などを活⽤して項⽬を箇条書きに
まとめ、条⽂などは⼿描き機能で
書き込みながら説明する。 
また、EX-word ふせんを使⽤し
て、⽤語の解説も併せて⾏う。 
 ※EX-word 機能は有償になります。別

途ご購⼊いただくことでこの機能は
ご利⽤いただけます。 

 

概要の説明 
政治・経済における基礎的な事項の理解
をもとに、クラス内で模擬的に国会と内
閣を運営し、国政の基本的な仕組みを理
解することが⽬標であると伝える。 
 
 
 
 
 
 
基礎的な事項の確認 
「内閣と国会の基本的な関係」や「内閣
の構造、機能」などの基礎的な内容をも
とに、関連する⽇本国憲法の条⽂にもい
くつか触れて確認する。 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：国会ならびに内閣の基礎的な機能の理解をもとに、国会と内閣の運営を模擬的に

体験させることで、政治・経済に対する興味関⼼を引き出し、主体性を育む。 
⽣徒向けの⽬標：模擬的な国会と内閣の運営を通じて、基本的な国会と内閣の機能を確認し、政

治・経済に関するニュースなどへの理解⼒を⾼める。 
 
 【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：各種ふせんを⽤いて授業全体の構造を可視化することによって、当⽇の授

業のシミュレーションがしやすくなり、円滑な授業運営が期待できる。 

・⽣徒の集中⼒アップ  ：ClassPad.net の機能を利⽤したグループワークを豊富に取り⼊れることに
より、授業に集中させやすくなる。 

・協働学習促進     ：同時編集機能や授業⽀援機能の活⽤によって、⽣徒同⼠で話し合う機会や
時間を⼗分に確保し、協働作業の要素を強めることが可能になる。 
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グループワーク① 
⽣徒全員を「国会議員」と⾒⽴てたうえ
で、以下の⼿順を踏む。 
〈⼿順〉 
 ① クラスを 4〜5 のグループに分けさ

せ、できた各グループを「政党」
（以下「政党」）に⾒⽴てる。ま
た、各グループは⾃らの政党名を
決める。 

 ② 各政党は、代表を１名決める。 
 ③ 各政党は、⾃らの政党の政策⽬標

を複数（最低 2 つ）掲げる。 
    ※政策⽬標をまとめるふせんに

画像や動画を付けるのは可 
 
 
グループワーク② 
各政党に step３で設定した政策⽬標を発
表してもらい、それを聞いたうえで他の
政党と連携するか否かを、それぞれの政
党内で話し合って決めさせる。 
〈連携に関して〉 
 ・連携する場合は、その理由を明確に

する。 
 ・連携をした場合は、各政党の代表を

筆頭に、再度政策⽬標の確認と調整
を⾏い、改めて代表者１名を選ぶ。 

 
 
グループワーク③ 
各政党の代表者は、クラス全体に向けて
数分の演説を⾏う。その際の演説内容
は、各政党内で話し合ってまとめたこと
を前提とする。 
〈演説に関して〉 
 ・演説中の質疑応答は不可。 
 ・演説終了後、代表者は各政党からの

簡単な質問に対応する。 
 ・各政党の演説終了後、各政党は他政

党と連携するか否かを再度党内で話
し合う。（既に連携している政党
は、その連携をやめることも可） 

→ 改めて連携を考えさせたうえで、ク
ラス内で過半数を占めたグループを
「与党」、その他を「野党」と決める 
（適宜教員の補助を⼊れる） 

 
 
グループワーク④ 
step5 で⾸相指名選挙の概要を簡単に説
明したうえで、クラス内で模擬的に選挙
を体験させる。 
〈⼿順〉 
 ① step４〜５を踏まえ、⾸相にしても

よいと思う⼈の名前を投票⽤紙に
⾒⽴てたテキストふせんに書き、
教員に提出する。 

 ② 教員は結果を発表し、内閣総理⼤
⾂を指名する。 

 
各グループは、政党名と政策⽬標を
テキストふせんにまとめ、教員に提
出する。政策⽬標に関しては、その
内容を具体的に表す画像や動画をフ
ァイルふせん・リンクふせんに⽰さ
せてもよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各グループは、作成した政策が記載
された各種ふせんを電⼦⿊板⾬やプ
ロジェクター等で投影し、全体に提
⽰しながら発表する。発表の際に
は、必要に応じて⼿描き機能やレー
ザーポインター機能を活⽤してもら
う、 
発表後には、授業⽀援機能を利⽤し
て全⽣徒・グループに送信し合わ
せ、⼿元でも閲覧できるようにして
もらい、教員にも提出させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題の提出状況⼀覧画⾯を電⼦⿊板
やプロジェクター等で投影し、各政
党の政策を提⽰する。 
投票⽤のテキストふせんは、課題と
して提出させる。 
また、参考として以下のようなサイ
トの URLを貼り付けたリンクふせん
を紹介する。 
「【LIVE】総理⼤⾂指名選挙｜10 ⽉
21⽇(⽕)13:00 頃〜」
（https://youtu.be/XNfzJnp5XHE） 
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グループワーク⑤ 
指名された内閣総理⼤⾂は、クラス内の
⽣徒の中から国務⼤⾂を 14⼈選び、内
閣を発⾜させる。その際、各省庁や内閣
法の紹介などもあわせて⾏う。 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
今回の授業で扱った重要な条⽂や国会・
内閣の機能をまとめる。 
最後に以下の課題を出す。 
〈課題〉 
 ・「メガソーラー建設をめぐる是⾮に

ついて」というテーマで、⾃分⾃⾝
の考えやアイデアをまとめてくる。 

 ・出されたテーマについて、今回の授
業で発⾜した内閣は、具体的にどの
ように取り組むかを閣議を開いて話
し合う。話し合いの内容は、次回の
授業時に発表する旨を伝える。 

   →内閣の発表に対して、他の⽣徒
には意⾒や考えを述べさせる予
定であることを伝える。 

 
 
参考・補⾜ 
「所信表明演説」に関する参考・補⾜を
加え、どのようなことが話され、内閣は
どのような対応が必要であるかについて
考察させる。 
 

 
国の⾏政機関の組織図を、ファイル
ふせんやリンクふせん等にして提⽰
する。 
 
 
 
 
 
 
 
課題は、テキストふせんに詳細な内
容を記載しておき、授業⽀援機能を
⽤いて⽣徒に送信する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考として、以下の URLを貼り付け
たリンクふせんを紹介する。 
「【ノーカット】⾼市総理が所信表
明演説 午後 2時から衆議院本会議
で」
（https://youtu.be/jKBmFUzIQT0） 
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